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長野市こ ど も 未来部こ ど も 政策課 
  



はじ めに 

平成３ １ 年２ 月初版によ せて  

長野市放課後子ど も 総合プ ラ ン 事業は、 小学校又は特別支援学校の小学部に就

学し て いる 児童に対し 、 放課後等に、 安全で安心な 遊びの場及び生活の場におい

て多様な体験活動、 交流等の機会を 提供する こ と によ り 、 児童の自主性、 社会性

及び創造性の向上を 図る こ と を 目的と し ており 、 事業の実施に当た っ ては、 児童

の安全の確保が重要な 課題であり ます。  

平成30年３ 月に策定し た「 長野市放課後子ど も 総合プ ラ ン 事業ガイ ド ラ イ ン 」

では、 事業者は「 衛生管理」 、 「 事故及びけがの防止と 対応」 、 「 防災及び防犯

対策」 に関する マ ニュ ア ルを 作成する こ と と し ています。  

本資料は、 事業を 安全に実施する ために必要と さ れる 基本的な 事項を ま と めたも

のです。  

事業者におかれま し て は、 本資料を 参考にし て適切に対応いただく と と も に、

施設の状況や活動内容に合っ たマ ニュ ア ルを 作成し 、 安全管理体制の強化に努め

ていただき ま すよ う お願いいたし ます。  

なお、 安全管理に関する 対策や対応は常に変化する こ と から 、 本資料は、 今後

の状況を 踏ま え、 適宜改訂し てま いり ま す。  

 

 

令和４ 年３ 月第2 版（ 改訂版） によ せて  

初版から ３ 年が経過し 、 各事業者・ プ ラ ン 施設では安全管理に関し て、 職員へ

の周知や対応の充実を 図っ ていただいて いる と こ ろ です。  

今回、 新し い感染症等の発生に関わっ た内容と 、 異物によ る 窒息時の対応を 新

たに加えた改訂版を 作成いたし ま し た。 事業者におかれま し て は各施設に改訂版

を 周知いただく と と も に、 各施設が現場で適切に対応で き る よ う 、 マニュ ア ル

（ 手引き ・ フ ロ ー等） を 修正（ な い場合は作成） し て指示し 、 指導を 徹底し てく

ださ い。  

自然状況、 社会状況が大き く 変わり つつある 時代の中で 、 先を 予測し た一層の

安全管理を お願いいたし ま す。  
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来所、 帰宅時の児童の安全確保 
基本事項 

・ 来所時の児童の安全確保について は、 学校や地域等と 連携し て 対策を 講じ る 。  

・ 帰宅時の安全を 確保する ため、 保護者のお迎え を 原則と する 。  

・ 土曜日、 学校休業日について は、 保護者の送迎を 原則と する 。  

・ 緊急時に保護者、 事業者、 長野市、 学校、 警察、 消防、 病院等と 連絡を 取る こ と が

で き る よ う 、 連絡先の一覧を 作成し て おく 。  

 

日常の取り 組み 

●保護者への周知 

・ 児童が欠席する と き は、 あら かじ め連絡を する よ う 保護者へ周知する 。  

●危険箇所に関する 情報の入手 

・ 児童の来所経路や施設周辺を 点検し 状況を 把握する 。  

・「 安心の家」 の所在を 確認する と と も に「 安心マ ッ プ 」 を 入手する 。  

・ 学校や地域等から 危険箇所や不審者、 危害獣等に関する 情報を 入手する 。  

・ 入手し た 情報を も と に児童へ安全指導を する 。  

●児童が来所し な いと き の対応 

・ 毎日の下校時刻を 把握で き る よ う 学校と 調整し て おく 。  

・ 学校およ び保護者に速やかに連絡し 、 児童の安全を 確認する 。  

・ 対応方法を あら かじ め職員間で 決めて おく 。  

●児童への指導等 

・ 来所時は複数で 、 決めら れた 経路を 通る こ と 。  

・ 知ら な い人等から の声掛けや誘いに乗ら な いこ と 。  

・（ 知っ て いる 人で あっ て も ） 危険を 感じ たら すぐ にその場から 逃げ、 近く の大人や民

家等に助けを 求める こ と 。  

・ 必要に応じ て 、 職員が児童と 一緒に「 安心の家」 の所在確認や来所経路の安全点検

を 行う こ と 。  

●関係機関と の連携 

・ 来所時の安全確保に万全を 期する ため、 日頃から 学校、 地域等と 危険箇所や防犯対

策について 意見交換を 行う 。  

・ 安全に不安がある 箇所な ど を 改善する た め、 通学路の安全点検等に参加する 。  

・ 必要に応じ て 地域組織等に見守り 活動を 要請する 。  

 

緊急時の対応 

●不審者や危害獣等に関する 情報を 入手し た 場合 

・ 学校や事業者、 長野市等と 連絡を 取り 合い、 連携し て 対応する 。  

・ 施設の施錠を 確認し 、 不審者等の侵入を 防止する 。  

・ 児童の来所時には、 必要に応じ て 職員が学校から 付き 添いを 行う 。  

・ 児童の帰宅時には、 保護者への確実な 引き 渡し を 行う 。  

・ 施設への不審者の侵入も 想定さ れる ため、 施設周辺を 巡回する な ど 、 安全や防犯体

制を 強化する 。  
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侵入者（ 不審者） への対応 
日常の取り 組み 

・ 施設の施錠を 確認する 。  

・ 防犯用具の点検と 使用訓練を し て おく 。  

・ 施設内外を 巡回し 、 不審者等の早期発見に努める 。  

・ 児童の安全確認を 確実に行う た め、 児童の出欠席の確認を し て おく 。  

・ 緊急時に保護者、 事業者、 長野市、 学校、 警察、 消防、 病院等と 連絡を 取る こ と が

で き る よ う 、 連絡先の一覧を 作成し て おく 。  

・ 侵入者への対応について 職員間で 話し 合い、 緊急時の役割分担を 決めて おく 。  

・ 必要に応じ て 、 職員の対応訓練や児童の退避訓練を 行う 。  

 

不審者が侵入し た と き の対応 

①な る べく 複数人で 対応し 、不審者に対し 退去する よ う 説得する 。（ 不審者が退出し た

場合には、 し ばら く 行動を 注視し 、 関係機関へ連絡する 。）  

②応じ な いと き は、 他の職員に協力を 求める 。  

③不審者を 刺激し な いよ う にし 、 110番通報する 。  

④事業者およ び長野市に連絡する 。  

⑤不審者が暴力行為に及ぶと き は大声、 ホ イ ッ ス ル、 防犯ブ ザー等によ り 周囲に危険

を 知ら せる 。  

⑥いす等で 防御し て 不審者を 近づけな いよ う にする と と も に、 児童を 退避さ せる 。  

⑦身の危険を 感じ た時は無理を せず避難する 。  

⑧負傷者がいる 場合は、 119番通報し 、 応急手当を 行う 。  

⑨保護者に連絡し 、 児童の確実な 引き 渡し を 行う 。  
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災害時（ 地震、 気象災害、 火災等） の対応 
日常の取り 組み 

・ ロ ッ カ ー等の転倒防止措置を する 。  

・ 落下防止のため、 備品等の保管状況を 定期的に確認する 。  

・ 廊下や階段等には、 避難の妨げと な る 物品を 置かな いよ う にする 。  

・ 消火器等の防災設備を 定期的に点検する 。  

・ 風で 飛ばさ れやすい物を 屋外に置かな いよ う にする 。  

・ 遊具や塀等の破損や倒壊の危険について 定期的に点検を 行う 。  

・ 緊急時に保護者、 事業者、 長野市、 学校、 警察、 病院等と 連絡を 取る こ と がで き る

よ う 、 連絡先の一覧を 作成し て おく 。  

・ 児童の安全確認を 確実に行う た め、 児童の出欠席を 確認する 。  

・ 災害時の対応について 職員間で 話し 合い、 災害時の役割分担を 決めて おく 。  

・ 災害に応じ て 適切な 避難場所を 設定する 。  

・ 避難時に持ち 出す物（ 出席簿、 連絡先の一覧等） を 確認し て おく 。  

・ 災害時の対応訓練を 定期的に実施する 。  

・ 災害時の施設の対応について 、 必要に応じ て 施設だよ り 等で 周知し 、 災害時に保護

者の理解や協力を 得ら れる よ う にする 。  

 

地震発生時の対応 

①地震を 感じ たら 、 あわて て 外に飛び出さ ず、 落下物、 転倒物、 ガ ラ ス の飛散等から

身を 守る よ う 指示を する 。  

②屋外の場合は、 建物や塀等から 離れ、 園庭やグラ ウン ド な ど 広い場所の中央に避難

する 。  

③児童を 集め、 負傷者や行方不明者がいな いか確認する 。  

④負傷者がいる 場合は、 状況に応じ て 119番通報や応急手当を 行う 。  

⑤必要に応じ て 児童を 避難場所に誘導する 。  

⑥児童の安全や被害状況を 事業者およ び長野市に報告する 。  

⑦避難する 際には、 二次災害を 防止する た め、 ガス の元栓を 閉め、 ブ レ ーカ ーを 遮断

する 。  

⑧施設入口に避難場所と 避難開始時刻を 掲示し 、 戸締り を 確実に行う 。  

⑨避難場所において 、 児童の確実な 引き 渡し を 行う 。  

 

気象災害への対応 

●施設運営に影響がな い状況 

①大雨等が予想さ れる 場合は、気象予報を 確認し 気象や避難に関する 情報を 収集する 。 

②学校と 連携し て 来所時の児童の安全に配慮する 。  

③施設周辺を 点検し 、 飛ばさ れやすい物は屋内に移すな ど 飛散防止の処置を する 。  

④児童の帰宅時には、 保護者への引き 渡し を 確実に行う 。  

⑤児童が来所し な い場合で も 、 保安のため必要な 職員が施設で 待機する 。  

⑥施設等の状況を 確認し 、 異常がある 場合は事業者およ び長野市に報告する 。  

⑦職員の帰宅時には、 施設の戸締り を 確実に行う 。  
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●施設が被災する 恐れのある 状況 

①事業者ま たは長野市から の指示によ り 、 開所し な いこ と と する 。  

②児童が来所中の場合は、 児童の確実な 引き 渡し を 行う 。  

③引渡し が完了し たら 、 施設入口に閉所する こ と を 掲示し 、 施設から 退避する 。  

④退避する 際には、 ガ ス の元栓を 閉め、 ブ レ ーカ ーを 遮断し 、 戸締り を 確実に行う 。  

●災害の発生が差し 迫っ て いる 状況 

①児童の引き 渡し が完了し て いな い場合、 事業者ま たは長野市から の指示によ り 、 避

難行動を 開始する 。  

②土砂災害の前兆現象を 確認し た 場合、ま たは施設のある 区域に避難情報「 避難準備・

高齢者等避難開始」 が発令さ れた 場合は、 事業者ま たは長野市から の指示を 待たず

に避難行動を 開始する 。  

③避難する 際には、 ガ ス の元栓を 閉め、 ブ レ ーカ ーを 遮断する 。  

④施設入口に避難場所と 避難開始時刻を 掲示し 、 戸締り を 確実に行う 。  

⑤避難場所において 、 児童の確実な 引き 渡し を 行う 。  

※「 土砂災害に関する 避難確保計画」「 洪水時の避難確保計画」 を 定めて いる 施設にあ

っ て は、 当該計画に従っ て 行動する 。  

 

火災発生時の対応 

①火災を 発見し た 者は、 すぐ に職員全員に火災の発生を 知ら せる 。  

②初期消火を 行う と と も に119番通報する 。  

③出火場所を 考慮し て 、 児童を 安全な ルート で 屋外に避難誘導する 。  

④児童を 安全な 場所に集め、 負傷者や行方不明者がいな いか確認する 。  

⑤負傷者がいる 場合は、 状況に応じ て 応急手当や119番通報を 行う 。  

⑥児童の安全や被害状況を 事業者およ び長野市に報告する 。  

⑦避難場所において 、 児童の確実な 引き 渡し を 行う 。  

 

大気汚染（ 光化学ス モ ッ グ、 PM2.5） への対応 

●注意喚起情報を 入手し た場合 

・ 屋外活動を 中止する 。  

・ 換気や窓の開閉を 必要最小限にする 。  

・ 呼吸器系や循環器系に疾患のある 児童は、 マ ス ク を 着用する 。  

・ 児童の体調の変化に注意する 。  

・ 目やのど に刺激を 感じ たと き は、 洗眼やう がいを 行う と と も に、 事業者およ び長野

市に連絡する 。  

・ 症状が重い場合は医療機関を 受診する 。  

 

ミ サイ ル発射時の対応 

●Ｊ ア ラ ート や防災無線等によ り 緊急避難指示があっ た 場合 

①屋外の場合は、 近く にある 建物の中に避難する 。 建物がな い場合は、 児童を 物陰に

避難誘導する か、 地面に伏せて 頭部を 保護する よ う 指示する 。  

②屋内の場合は、 で き る だけ窓から 離れ頭部を 保護する よ う 指示する 。  

③安全を 確保し て 待機し 、 テ レ ビ やラ ジ オ等によ り 情報を 収集する 。  
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●ミ サイ ルが着弾し た 場合 

①屋外の場合は、 口と 鼻を ハン カ チ等で 覆い、 現場から 離れ密閉性の高い建物や風上

に避難する 。  

②屋内の場合は、 換気扇を 止め、 窓を 閉めて 部屋を 密閉する 。  

③負傷者がいる 場合は、 状況に応じ て 応急手当や119番通報を 行う 。  

④児童の安全や被害状況を 事業者およ び長野市に報告する 。  

⑤テ レ ビ やラ ジ オ等によ り 情報を 収集する 。  
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感染症、 食中毒への対応 
日常の取り 組み 

●職員の健康管理等 

・ 手洗いやう がいを 励行する 。  

・ 栄養と 休養を と り 、 体調管理に心掛ける 。  

・ 感染症が流行し て いる と き は、 マ ス ク の着用と 小ま めな 手洗いを 心掛ける 。  

・ マ ス ク を 着用し な い場合は、 咳エ チ ケッ ト を 心掛ける 。  

・ 施設等の衛生管理や児童への指導について 、 職員間で 話し 合っ て おく 。  

・ 罹患児童への対応や感染拡大防止対策を 職員間で 確認し て おく 。  

●児童への指導 

・ 来所時やおやつの前、 外遊びから 戻っ た 時な ど には、 必ず手洗いやう がいを する よ

う 指導する 。  

・ タ オルを 供用し な いよ う にする 。  

・ 感染症が流行し て いる と き は、 マ ス ク の着用を 心掛ける 。  

・ マ ス ク を 着用し な い場合は、 咳エ チ ケッ ト を 心掛ける 。  

●施設等の衛生管理 

・ 室温や湿度、 定期的な 換気に留意する 。  

・ 小ま めな 清掃によ り 室内を 清潔に保つ。  

・ 児童が使う 食器やコ ッ プ 等は小ま めに消毒する 。  

・ 清掃や消毒は、 チ ェ ッ ク リ ス ト を 活用する な ど し て 計画的に行う 。  

●おやつ等の管理 

・ 消費期限に留意し 、 適切な 保存を 徹底する 。  

・ 生も の等は、 当日中に消費し 、 保存し な いよ う にする 。  

・ 児童の弁当や水筒は、 冷暗所に保管する 。  

●感染症発生の把握 

・ 感染症に関する 、 長野市、 長野市保健所、 こ ど も 政策課、 学校、 各事業者等の情報

や指示を 確実に把握する 。  

・ 児童の様子に異常がな いか注意し て 観察する 。  

●家庭と の連携 

・ 感染症の流行について 保護者に情報提供し 、家庭で も 気を 付けて も ら う よ う にする 。 

・ 児童の体調で 気にな る こ と があっ たら 、 保護者に状況を 伝え る 。  

・ 学校や家庭で 児童の体調に気にな る こ と があっ たら 施設へ伝え て も ら う よ う にする 。 

・ 感染症が流行し た時の施設の対応や発症が疑われる 児童への対応について 、 あら か

じ め保護者に説明し 、 理解や協力が得ら れる よ う にし て おく 。  

・ 児童が持参する 弁当について 、 食材は中心部ま で し っ かり 加熱する 、 水分の多い物

を 避ける 、 保冷材等を 上手に利用する 、 消費期限を 守る な ど 食品衛生に関し て 保護

者の協力を 得ら れる よ う にし て おく 。  

●学校と の連携 

・ 学校から 、 学級閉鎖（ 学年閉鎖、 学校閉鎖） や授業短縮に関する 情報（ 学級名、 閉

鎖期間等）、 登録児童の感染等に関する 情報を 随時入手で き る よ う 連絡体制を 整え

て おく 。  
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感染症が発生し た 場合の対応 

●感染症の発症が疑われる 場合 

①当該児童を 安静にさ せ、 状況に応じ て 必要な 措置を する 。  

②症状に緊急性がある 場合には119番通報する 。  

③保護者に連絡し 、 速やかな お迎え を 要請する 。  

④引渡し の際に保護者に状況を 伝え 、 自宅で の安静や医療機関の受診を 勧める 。  

●感染拡大の防止 

・ 嘔吐物は適正に処理し 、 嘔吐物のついた 床等を 清掃・ 消毒する 。  

●感染症発生時の児童の受入れの目安 

小学校で の対応 左記に伴う 施設の対応 

イ ン フ ルエ ン ザ等と 診断さ れ児童が

出席停止にな っ た場合 
当該児童は受入れな い。  

学級閉鎖（ 学年閉鎖） にな っ た場合 当該学級（ 学年） の児童は受入れな い。  

学校が休校にな っ た 場合 当該学校の児童は受入れな い。  

学級（ 学年、 学校） が授業短縮にな っ

た場合 

当該学級（ 学年、 学校） の児童は受入れ

な い（ プ ラ ン 施設には立ち 寄ら ず、 学校

から 直接帰宅）。  

●施設の臨時休業の目安 

・ 施設の全登録児童のう ち イ ン フ ルエ ン ザ等と 診断さ れた 児童の割合が20％を 超えた

場合（ 臨時休業は長野市の要請に基づき 実施する 。）  

●感染症の発生報告 

・ 登録児童に感染症と 診断さ れた児童が発生し た場合は、「 児童館等における イ ン フ ル

エ ン ザ等感染症発生速報兼臨時休業報告」（ 様式１ ） によ り 、 事業者およ び長野市に

報告する 。  

●新たな 感染症等の発生が起こ っ た 場合 

①感染症予防対策（ 手洗い、 マ ス ク 、 消毒、 健康観察、 換気、 三密を 避ける 等の対策）

を 確実に実施する 。  

②発生時の対応や報告な ど の対応について 事前に確認し て おく と と も に、 長野市、 長

野市保健所から 指示さ れた予防対策に対応する 。  

③自施設に濃厚接触者や感染者が発生し た 場合は、 速やかに事業者及び学校に第一報

を 入れる こ と 。 ま た こ れに対する 保健所等から の指示に従う 。  

④対応の解除は、 保健所等の判断に従う 。  
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事故（ けが、 急病時） の対応 
日常の取り 組み 

・ 事故やけがを 未然に防止する た め、 屋内外の設備や備品等を 定期的に点検する 。  

・ 施設周辺や児童の活動場所にハチや見慣れな い生物（ ヒ ア リ 等） がいな いか定期的

に点検する 。  

・ けがや急病時の対応について 職員間で 話し 合い、 緊急時の役割分担を 決めて おく 。  

・ 胸骨圧迫や人工呼吸、 Ａ Ｅ Ｄ の設置場所や使用方法を 職員全員で 確認し て おく 。  

・ 必要に応じ て 、 職員の対応訓練を 行う 。  

・ 緊急時に保護者、 事業者、 長野市、 学校、 警察、 消防、 病院、 タ ク シ ー会社等と 連

絡を 取る こ と がで き る よ う 、 連絡先の一覧を 作成し て おく 。  

 

食物ア レ ルギー事故防止のた めに 

・ 児童のア レ ルギーの有無を 、 入所時ま で に保護者から 確認する 。  

・ ア レ ルギーのある 児童について は、ア レ ルギーの症状や原因物質等を 確認し て おく 。 

・ 施設で の生活やおやつの提供について 、保護者と 面談する な ど し て 対応を 決定する 。 

・ おやつを はじ め児童が口にし た り 触れた り する 物は成分を 確認し 、 ア レ ルギーの原

因物質を 含む物は当該児童に与え な い（ 当該児童が触れな い） よ う にする 。  

・ ア レ ルギーのある 児童への対応について 、 職員全員で 確認し て おく 。  

・ エ ピ ペン ○Ｒ が処方さ れて いる 児童について 、その携帯場所と 使い方を 確認し て おく 。  

・ 緊急時の対応について 職員間で 話し 合い、 役割分担を 決めて おく 。  

 

熱中症予防のために 

・ 扇風機やエ ア コ ン で 室温を 調整する 。  

・ 遮光カ ーテ ン 、 すだ れ、 打ち 水等を 利用する 。  

・ 室温を 小ま めに確認する 。  

・ 保冷剤、 冷たいタ オル等を 用意し て おく 。  

・ 児童には、 のど が渇かな く て も 、 小ま めに水分や塩分を 補給する よ う 指導する 。  

・ 気温や室温が高いと き は屋外や遊戯室で の運動を 控え る よ う にする 。  

・ 運動を 控え る 場合の基準（ 気温・ 室温等） を 定め、 あら かじ め児童や保護者に説明

し て 、 理解を 得ら れる よ う にし て おく 。  

・ 熱中症の予防と 発症時の対応について 、 職員間で 確認し て おく 。  

 

けが・ 急病時の対応 

・ 児童への問診は、 児童の状態を 観察し な がら 慎重に行う 。  

・ 軽度のけがは、 職員が応急処置を する 。  

・ 首から 上のけがは、 医療機関で 診察を 受ける 。  

・ 判断に迷う 場合は受診を 優先する 。  

・ 大丈夫と 思う よ う な 事例（ 軽く 膝を 打っ た 、 擦り むいた な ど ） で も 保護者に状況を

説明し 、「 受診を お願いし ま す」「 様子を みて く ださ い」 な ど と 伝え る 。  

・ 児童の生命に係わる 重篤な けが、 救急搬送を 要し たけが、 意識不明や骨折等の事例

が発生し た 場合は、 速やかに電話で 事業者およ び長野市に報告する 。  
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●意識不明、 心肺停止、 動脈性出血な ど 生命に危険がある 場合 

①状況を 確認する 。  

②ためら わず119番通報し 、 Ａ Ｅ Ｄ の準備を する 。  

     119番通報の例 

     ・ 種類 …「 救急で す。」  

     ・ 場所 …「 住所は長野市〇〇〇、 〇〇番地の〇〇（ 施設名） で す。」  

     ・ 通報者…「 私は、 〇〇（ 施設名） の〇〇で す。 電話番号は〇〇で す。」  

     ・ 状態 …「 小学〇年生〇名が〇〇な 状態で す。」  

       ※児童の状態を 聞かれたら 簡潔に伝え る 。  

③救急車が到着する 間、 応急措置や心肺蘇生、 Ａ Ｅ Ｄ によ る 電気シ ョ ッ ク を 行う 。  

④保護者に連絡し 、 状況を 報告する 。  

⑤救急車が到着し たら 、 救急隊に状況を 伝え る 。（ 職員は付き 添う 。）  

     救急隊に伝え る 情報 

     ・ 児童の氏名、 年齢、 住所、 電話番号（ 保護者の連絡先）  

     ・ 受傷（ 発症） 時の状況 

     ・ 本人の訴え  

     ・ 病歴（ 既往歴や治療中の病気）  

     ・ 最終食事の時間 

     ・ ア レ ルギーの有無 

     ・ 行っ た処置の内容（ 電気シ ョ ッ ク について は実施時間や回数な ど ）  

⑥保護者に経過を 報告する 。  

●症状が重い場合や首から 上のけが 

①状況を 確認する 。  

②必要な 応急処置を 行う 。（ 119番通報する かど う か迷っ た と き は通報する 。）  

③保護者に連絡し て 状況を 報告し 、 迎え に来て も ら う 、 医療機関に連れて 行く な ど 対

応を 相談する 。（ 判断に迷う 場合も 保護者に報告・ 相談する 。）  

④引渡し の際に保護者に経過を 報告し 、 学校にも 状況を 連絡し て おく 。  

⑤次回の来所時（ ま た は、 帰宅後連絡し て ）、 保護者にそ の後の経過を 確認する 。  

●症状が軽い場合 

①状況を 確認する 。  

②必要な 応急処置を 行う 。  

③施設で 静養し て 過ご す。  

④引渡し の際に保護者に経過を 報告する 。  

⑤次回の来所時（ ま た は、 帰宅後連絡し て ）、 保護者にそ の後の経過を 確認する 。  

 

異物によ る 窒息時の対応 

口やのど に食べ物な ど 異物が詰ま っ た場合， で き る だ け早く 異物除去を 行う こ と が

必要。  

●反応（ 意識） がある 場合 

①「 ど う し たの？ のど がつま っ たの？」 の声掛けに， 声が出せた り ， 咳を する こ と

がで き たり する 場合は， で き る だ け咳を 続けさ せる 。 咳によ っ て 排出する こ と が最も

効果的。  
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②声を 出せず， う な ずく よ う で あれば窒息と 判断し ， 119番通報を 依頼し ， 背部叩打法

（ はいぶこ う だほう ） で 異物が取れる ま で 続ける 。  
※背部叩打法( はいぶこ う だほう )  

 ・ 前かがみにさ せる か， 椅子の上に腹ばいにさ せて ， 頭部が低く な る 姿勢にする 。  

 ・ 手の平（ 手の付け根に近い部分） で 肩甲骨の間を 何回も 力強く たたく 。  

③反応がな く な っ た場合は， 心肺蘇生の手順を 開始する 。  

●反応（ 意識） がな い場合 

①ぐ っ たり し て 反応がな い場合は， 119番通報を 行い， AEDの手配を 依頼し て 心肺蘇生

を 開始する 。  

②心肺蘇生を 行っ て いる 途中で 異物が見え た 場合は， そ れを 取り 除く 。  

③異物が見え な い場合は， 口の中に指を 入れて 探ら な い。  

④異物を 探すために， 胸骨圧迫を 長く 中断し な い。  

 
※（ 参考資料） 異物に対する 救命手当で は， 腹部突き 上げ法について 記載さ れて いま  

すが， 小児には腹部突き 上げ法は行わず， 背部叩打法を 行っ て く だ さ い。  

 

心肺停止・ ア ナフ ィ ラ キシ ーシ ョ ッ ク 時の対応 

●心停止の原因 

・ 心臓し んと う は、 野球やサッ カ ーボール等が胸に当た る こ と で 心臓が不整脈（ 心室

細動） を 起こ すも ので 、 心肺蘇生法の実施と 、 早期のＡ Ｅ Ｄ によ る 電気シ ョ ッ ク が

必要で ある 。  

・ 窒息は、 ま ずそ の予防が大切で ある が、 異物が詰ま っ た 時は背中を 強く たた き 、 吐

き 出さ せる 。  

・ 反応がな い場合は、 ただち に心肺蘇生法を 実施し 、 Ａ Ｅ Ｄ を 準備する 。  

・ ア ナフ ィ ラ キシ ーシ ョ ッ ク の場合は、 急激に血圧が低下し 、 呼吸困難と な り 最悪の

場合は心停止と な る ので 、 すぐ に119番通報する 。 エ ピ ペン ○Ｒ が処方さ れて いる 場合

は使用する 。  

●小児の心肺蘇生法と Ａ Ｅ Ｄ の使用方法 

①周囲の安全を 確認し 、 呼び掛けや肩を た た く な ど し て 児童の反応を 確認する 。  

②反応がな ければすぐ に119番通報し 、 Ａ Ｅ Ｄ を 準備する 。  

③普段ど おり の正常な 呼吸を し て いる か確認する 。  

④呼吸がな い場合や死戦期呼吸※の場合は、 すぐ に胸骨圧迫を 開始する 。  

⑤胸骨圧迫は、 胸の真ん中を 胸の厚さ の３ 分の１ の深さ ま で 圧迫する 。 圧迫の速さ は

１ 分間に100～120回で 、 30回連続し て 圧迫する 。  

⑥人工呼吸を ２ 回、 胸が上がる ま で 息を 吹き 込む。  

⑦胸骨圧迫30回と 人工呼吸２ 回（ 心肺蘇生法） を 繰り 返し 実施する （ で き れば交代で

実施）。  

⑧Ａ Ｅ Ｄ が到着し たら すぐ にパッ ド を 装着し 、 機械の指示によ り 電気シ ョ ッ ク を 実施

する 。  

⑨電気シ ョ ッ ク を 実施し た後も 、 何ら かの反応がある ま で 心肺蘇生法と 電気シ ョ ッ ク

を 継続する 。  
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 ※死戦期呼吸 

  心肺停止にな る と 脳に血流が行かな いた め数秒で 意識を 失う が、 その際に死戦期

呼吸がみら れる 。 死戦期呼吸は正常な 呼吸と は異な り 、 胸やおな かの動き が見ら れ

ず、 し ゃ く り 上げる よ う に口を パク パク し て いる よ う な 状態で 顔色も 蒼白にな る 。

こ の状態を 認識し た ら すぐ に心肺蘇生法を 実施し 、 Ａ Ｅ Ｄ を 使用する 。  

●エ ピ ペン ○Ｒ の使用について  

①ア ナフ ィ ラ キシ ーシ ョ ッ ク の症状を 確認し たら 、 すぐ に119番通報する 。  

②本人がエ ピ ペン ○Ｒ を 使用で き れば本人に使用さ せる 。  

③本人が使用で き な い場合は、 使用期限と 本人に処方さ れて いる 薬で ある こ と を 確認

し て 使用する 。  

④安全キャ ッ プ を 外し 、 太も も の外側に垂直に押し 付けて ５ 秒間保持する 。  

⑤注射後に注射し た部分を 数秒間揉む。 注射し た時間を 記録する 。  

⑥使用し た 器具は、 針の部分を 触ら な いよ う に注意し 、 救急隊に渡す。  

【 参考】 ア レ ルギーの症状について  

全 身 意識がな い、 意識も う ろ う 、 ぐ っ た り 、 尿や便を 漏ら す、 脈が触れにく

い、 唇や爪が青白い、 皮膚のかゆみ・ 赤く な る 、 じ んま し ん 

呼吸器 声がかすれる 、 犬が吠え る よ う な 咳、 のど や胸が締め付けら れる 、息が

し にく い、 ゼーゼー・ ヒ ュ ーヒ ュ ー 

消化器 腹痛、 吐き 気、 嘔吐、 下痢 

顔 面 顔面の腫れ、 目のかゆみや充血、 ま ぶたの腫れ、 く し ゃ み、 鼻水、 鼻づ

ま り 、 口の中の違和感、 唇の腫れ 
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けがの具体的な 対応 

●出血時（ 鼻血を 含む）  

・ 負傷部位を 心臓よ り 高い位置と し 、清潔な タ オルやガーゼで し っ かり と 圧迫する（ 直

接圧迫止血法）。  

・ 物が刺さ っ て いる 場合は抜かな いよ う にする （ 大量出血防止のた め）。  

・ 傷に汚れがある 場合は水道水で 洗う （ 傷口を 広げな いよ う 弱めの水流で ）。  

・ 圧迫止血を 要する 出血は縫合を 必要と する 場合がある ので 119番通報する 。  

・ 鼻血の場合は、 う つむき 気味で 両鼻翼を つま んで 止血する （ 口内に血液が流れ込む

場合は飲み込ま な いよ う 指導）。 10分以上止血し て も 出血が止ま ら な い場合は119番

通報する 。  

●頭部外傷 

・ 頭を 打っ た場合、 児童の様子を 注意深く 観察する 。（ 児童の場合、 ち ょ っ と こ ろ んで

頭を 打っ た だけで も 重症にな る こ と がある 。）  

・ 出血がある 場合は、 直接圧迫止血法によ り 止血する 。  

・ 手足の感覚がな い場合は、 頸椎損傷の可能性がある ので 、 動かさ ずに安静を 保つ。  

     119番通報を 判断する ポイ ン ト  

     ・ 痛みが強く 、 たんこ ぶも 大き い 

     ・ 意識障害（ 急性硬膜下血腫・ 急性硬膜外血腫の可能性あり ）  

     ・ 嘔吐 

     ・ けいれんし て いる  な ど  

●四肢の脱臼・ 骨折 

・ 骨折か脱臼かの判断は外見から は難し いので 119番通報する 。  

・ 痛みが強い場合は安静にし 、 無理な 整復はせず副木や雑誌等で 固定する 。  

・ 骨折し た 骨が皮膚の外に出て いる 場合は、 無理に戻さ ず清潔な タ オルやガーゼで被

覆する 。  

●熱傷（ やけど ）  

・ 水道水で 患部を 冷やす（ 水ぶく れを つぶさ な いよ う 水の勢いに注意）。  

・ 衣服は無理に脱がさ ず、 衣服の上から 冷やす。  

・ 冷却の範囲が広い場合や冬季には、 体温の低下に注意する 。  

●虫刺さ れ（ 咬傷）  

・ ハチ に刺さ れた 場合にはア ナフ ィ ラ キシ ーシ ョ ッ ク を 起こ す危険性がある た め、 呼

吸困難や全身にじ んま し んが出る な ど の症状が見ら れた 場合は119番通報する 。 そ

のよ う な 症状がな ければ毒を 絞り 出し 患部を 冷やす。  

・ 犬や猫、 イ ノ シ シ 等に咬ま れた 場合は、 患部を 洗う な ど 清潔に保ち 、 感染症の危険

がある ので 医療機関を 受診する （ 傷が大き く 出血も 多い場合は119番通報）。  

・ ヘビ に咬ま れた場合は119番通報する 。 患部を 流水で 洗う な ど し て 清潔にし 、 心臓よ

り 低い位置で 安静に保つ。 咬んだ ヘビ の特徴を 救急隊に伝え る 。  

 

 

  



13 

 

急病時の具体的な 対応 

●発熱 

個人差も ある が、 38℃前後の発熱で も 比較的元気に遊ぶ児童も いる た め、 注意し て

様子を 観察する 。  

     119番通報を 判断する ポイ ン ト  

     ・ 意識障害 

     ・ 嘔吐 

     ・ 激し い頭痛 

     ・ 激し い腹痛 な ど  

●けいれん 

 けいれんの対応で 重要な こ と は、 発作中の転倒等によ る けがの予防と 気道の確保で

ある た め、 口にタ オルを 詰めた り 指を 入れた り する こ と はし な い。  

     119番通報を 判断する ポイ ン ト  

     ・ けいれんが10分以上続く 場合 

     ・ けいれんを 繰り 返す場合 

     ・ 熱のな いけいれん（ て んかん発作）  

     ・ 頭部を 打撲し た後のけいれん な ど  

     救急隊に伝え る 情報 

     ・ けいれんが始ま っ た 時刻と 継続時間 

     ・ けいれんの症状 

     ・ 発熱や嘔吐の有無 

     ・ けいれん止めの薬（ 座薬等） 使用の有無 

●腹痛 

学童期の腹痛と し て は急性胃腸炎や虫垂炎が代表的だが、 ア レ ルギー反応によ る 腹

痛等も ある 。  

     119番通報を 判断する ポイ ン ト  

     ・ ぐ っ たり し て いる （ 38℃前後の発熱、 自力で 歩けな い）  

     ・ 痛みが激し い 

     ・ 皮膚が赤く な っ た り し 、 じ んま し んが同時に出て いる  

     ・ 複数の児童が同時に腹痛を 訴え る  な ど  

●気管支ぜんそく  

・ 気管支ぜんそく の既往があり 、 呼吸困難等の発作が起き た場合は119番通報する 。  

・ 気管支を 広げる 吸引薬を 処方さ れて いる 場合は、 その情報を 救急隊に伝え る 。  

 

熱中症の対応 

●熱中症の症状 

・ めま い、 立ち く ら み、 手足のし びれ、 筋肉のこ むら 返り 、 気分が悪い 

・ 頭痛、 吐き 気、 嘔吐、 倦怠感、 虚脱感、 いつも と 様子が違う  

・ 返事がおかし い、 意識がな い、 けいれん、 体が熱い 

●熱中症が疑われる 場合の対応 

・ 涼し い室内や風通し の良い日陰に避難さ せる 。  

・ 衣服を ゆる め、 体を 冷やす（ 霧吹き 等で 肌に水を かけ、 う ち わや扇風機で 風を 当て
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る 。 首の回り 、 脇の下、 足の付け根等を 冷やす。）。  

・ 水分や塩分を 補給する 。  

・ 症状が急変する こ と も ある た め、 継続し て 様子を みる 。  

・ 自力で 水が飲めな い、 意識がな い場合は、 すぐ に119番通報する 。  
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事故の記録と 報告 
事故の記録 

・ 事故やけが（ 来所・ 帰宅時を 含む）、 児童の行方不明、 侵入者（ 不審者） 対応、 自然

災害、 火災等が発生し た場合には、 発生時刻や場所、 対応の経過等を 時系列で 記録

する 。  

・ ヒ ヤリ ・ ハッ ト 事例（ 事故に至ら な かっ た が事故にな り かねな かっ た事例） につい

て も 記録する 。  

・ 事故等の発生事例およ びヒ ヤリ ・ ハッ ト 事例について 、 職員間で 発生原因を 話し 合

い、 予防策を 検討する 。  

 

事故の報告 

●報告対象 

・ 首から 上のけが 

・ 救急搬送を 要し たけが 

・ その他、 医療機関の受診を 要し たけが 

●報告方法 

・ 事故発生後、 速やかに「 傷害・ 事故発生報告書」（ 様式２ ） によ り 、 事業者を 経由し

て 長野市へ報告する 。  

・ 児童の生命に係わる 重篤な けが、 救急搬送を 要し たけが、 意識不明や骨折等の事例

について は、 遅滞な く 電話で 事業者およ び長野市に報告し た上、 速やかに「 傷害・

事故発生報告書」 およ び「 放課後児童健全育成事業事故報告様式」（ 様式３ ） によ り 、

事業者を 経由し て 長野市に報告する 。  

・ 後日、 医師の診断結果を 確認で き た場合には、 先に提出し た報告書に加筆する など

し 、 第２ 報と し て 事業者を 経由し て 長野市に報告する 。  

 

 


